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『ベトナム人民支援バッジ』
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　「アメリカはベトナムからでていけ」と書かれたプラ

カードを掲げた少女をかたどった七宝焼きのバッジで

す。このイラストの作者はわかっていませんが、ベトナ

ム人民支援を呼びかけるカンパ袋にも同様のイラストが

描かれています。

　共産主義勢力の拡大を阻止することを目的に、1950

年代からインドシナへの介入を行っていたアメリカは、

1964年8月、トンキン湾で発生した北ベトナム海軍の

魚雷艇による攻撃を口実に大規模な軍事行動を始めまし

た。さらに北ベトナムへの爆撃や、海兵隊の上陸、化学

兵器の使用や虐殺を起こしました。ベトナム戦争の様子

は、報道写真やテレビで報じられ、多くの人々にショッ

クを与え、世界各地で反対の声があがりました。日本で

も、1965年にはベトナム戦争に反対する市民運動（「ベ

トナムに平和を！」市民連合）が本格化しています。

アメリカでも反戦のデモや集会が各地で起こり、特に

1968年のソンミ村虐殺事件が報じられると反戦の声が

高まり、大量の人員と戦費に疲弊したアメリカは1973

年に撤退しました。

　このバッジもそうした動きの中で、「アメリカはベト

ナムから出て行け」と訴えかけています。そして、アメ

リカの侵略攻撃の下にあるベトナムの人々を支援するた

めの活動資金としてカンパを呼びかけているのです。カ

ンパとは、「政治活動・労働争議・罹災者の援助などの

ために、資金を広く大衆から集めること。また、その呼

びかけに応じて金を出すこと。また、その金。」（大辞林）

です。日常的には、目的に関わりなく「寄付する」といっ

たニュアンスでも使われていますが、語源はロシア語の

「カンパニア」であり、「政治的な闘争ないし活動。特に、

大衆に訴えてある目的を達成しようとする運動」（大辞

林）の意味で、英語で言えば「キャンペーン」です。本

来的には資金集めに限定した用語ではなかったものの、

日本の労働運動において資金集めの際に用いられたこと

から、現在の意味になったと思われます。日本でもすで

に大正時代に労働争議を支援するために絵葉書や日用品

などを売る活動が行われていました。

　ベトナム反戦運動は、当時を知らない世代には想像が

難しいほどの盛り上がりを見せました。戦後のベビー

ブームで生まれて人口の多い世代が、社会正義に敏感な

年齢になったことも大きく影響していますが、それまで

の運動と異なり、特定の政党や思想への帰属と関わりな

く、「ベトナム戦争に反対する」ということだけを目的

とした運動であったことが斬新でした。それまでは、デ

モの多くは、政党や組織などが所属者を動員するもので

したが、その目的に賛同する個人が集散離合する運動の

スタイルは、当時の多くの若者をひきつけました。どの

ような思想や心情の持ち主であるかは問わず、ネットで

デモを呼びかける現在の社会運動や平和運動のスタイル

の源流でもあります。そして、どのような職業や立場に

あろうと、こうした個人の考えと行動が社会を動かす市

民の力となることを示していきました。

　2014年度秋季特別展「ピース☆スタイル」では、ベ

トナム反戦運動を中心に、個人個人の考えと行動が自由

に発現されることで、社会を変える契機となった様子を

紹介します。また、9月には特別企画展示として、ベト

ナム戦争の実態を日本社会へいち早く伝えた、写真家石

川文洋氏の作品を展示する石川文洋写真展「戦争と平和・

ベトナムの50年」も開催します。

（学芸員　兼清順子）

1965（昭和40）年ー1973（昭和48）年　3cm×1.5cm
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原発被災者の未来づくりはこれから
─福島での調査に思う

 相変わらずの福島通い
　私は、放射線防護学を大学で勉強した日本で最初の
学生です。そして、福島は私が4歳から9歳までの幼
児期を過ごした故郷でもあります。おまけに、原子力
工学を学びながら、この国の原発政策に異議を唱え、
福島県浜通りの人びとともに、40年余り前から原発
批判に取り組みました。2011年3月11日の福島原発
事故以降は、条件を見つけては福島に通い、放射線防
護学の専門家として「より安全に暮らすためにはどう
すればいいか」、被災者たちとともに悩み、生活改善
のための具体的・実践的方法を考えてきました。地元
にはなるべく負担をかけないために、活動は基本的に
無償ボランティアとして取り組んできました。福島県
下の数多くの保育園に通い、より安心できる散歩道を
見立てたり、希望する個人宅に伺って被曝提言の方法
を助言したりしてきましたが、地元の人びとから感謝
されたり、保育園の子どもたちが元気いっぱい園庭を
走り回ったり、「安斎さ～ん、散歩でサクランボひろっ
てきたよ～！」などと弾けるような笑顔で見せに来た
り、保育園の「望年会」で保護者の「おやじの会」が
ちょっとテレながら練習した芸を子どもたちに披露し
たり、給食係の保育者が率直に悩みを打ち明けてくれ
たり、そんなときに私の取り組みの意義を再確認した
りしています。
　4月22日に南相馬市の牛越仮設住宅自治会の主催で
開いた「安斎育郎講演会」には、安斎育郎が何者かも、
その日の講演のテーマが何かも書いていないのに、原
町生涯学習センターに400人近い人びとが集まり、取
材のNHK関係者も驚いていました。福島第１原発か
ら放出された放射能雲（プルーム）は、いったん北西
に流れたあと左カーブを切って中通りを南下していっ
たのですが、南相馬市の小高区・原町区の辺りはプルー
ムの広がりの端っこが微妙にひっかかった地域で、場
所によって何十倍も放射能汚染のレベルが違います。

2年後の帰還計画がとりざたされる中で、多くの避難
住民が深刻な選択を迫られつつあり、それが集会参加
者を400人にも膨れ上がらせていったのでしょう。

 被災者に寄り添うということ
　「被災者に寄り添う」という言葉がよく聞かれます
が、どういうことでしょうか？それは、放射能汚染に
ついての情報を科学的に調べ、「隠さず、ウソつかず、
過小評価や過大評価をせず」に開示し、被災者の身に
なって意味を解き明かし、いま「リスクを最小限にと
どめるために何がなされるべきか」を、被災者ととも
に考え、「ベストでなくてもベターを」という心で、
少しでも被曝のリスクを小さくするために実践的な努
力を惜しまないということでしょう。
　私は今、40年来の知己である桂川秀嗣さん（東邦
大学名誉教授、原子核物理学）、事故後に知り合った
佐藤理さん（福島学院大学教授、健康教育学）、「ホッ
ト・スポット・ファインダー」（放射能たまり場発見
器）の開発・改良に当たっている山口英俊さんと早川
敏雄さんの協力を得て、毎月福島に調査に行っていま
す。これまで福島県下の保育園（さくら保育園、さく
らみなみ保育園、とやの保育園、鳥川保育園、あいあ
い保育園、敬香保育園、おかやま保育園、さゆりこど

原町生涯学習センターでの学習講演会に参加した真剣な人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2014年4月21日）
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も園、福島隣保館保育所、たんぽぽ保育園、こじか保
育園、福島保育所、エンジェル保育所、チャイルドハ
ウスうねめ保育園、どんぐり保育園、つくしんぼ保育
園、さくらんぼ保育園、もとみや幼児の家保育園など）
を中心に訪れてきましたが、ここ数ヶ月は、帰還可能
性が話題になっている南相馬市の仮設住宅と、そこに
避難している人々がもともと住んでいた家の調査に主
力を移しつつあります。下の写真は、5月21日に牛越
仮設住宅第4集会所で開いた相談会の様子ですが、「感
謝安斎先生感激」と書いた大きな張り紙があるのには
驚かされます。実は、私は、こんな張り紙があるのに
まったく気づかず、後で写真を見せられて初めて知っ
たような次第でした。

 実態をふまえて提言する
　この相談会には私たちの調査を希望している人々も
出席し、不安や悩みの気持ちを矢継ぎ早に表明してい
ました。翌日、私たちはさっそく要請を受けた南相馬
市小高区内の４軒の家々を訪れ、放射能汚染の状況を
見立て、可能な手立てについてコメントしました。放
射能汚染は、ある意味ではすでに知られている原則ど
おり、汚染雨水が流れ下った道に沿って裸地や草地や
窪地にホット・スポットをつくっていること、屋敷林
が放射能雲（プルーム）をキャッチしていまだに高い
汚染を残していること、さらには、雨樋の末端が排水
溝に接続しないまま垂れ流し状態になっていた部分の
周辺や、軒先から雨だれが落ちた庭先の筋状の部分な
どには高い汚染が観察されることなどの諸事実が、ほ
とんど例外なく確認されましたが、問題は、ささやか
れている「2年後の帰還」が本当にできるという信じ

るに足る根拠や見通しがあるのかどうかということで
した。
　その日訪れた西内さんのお宅では、できれば事故前
のように息子さんご夫婦やお孫さんとの共同生活を取
り戻したいと、準備が進められていました。放射能汚
染を調べるために裏の竹林からタケノコを3本採取し
ましたが、放射能環境にめげずに生長しているタケノ
コの姿に事寄せて西内さんを励ましたいと、庭先で写
真のような絵手紙をしたためました。

　いま、南相馬市の小高区や原町区の一部は、まだ高
い放射能汚染が手つかずで残されており、拙速な除染
作業で原状回復ができるという確かな見通しは描けま
せん。私たちは、被災者たちが「除染監視委員会」の
ようなものを立ち上げ、除染計画が合理的かつ誠実に
進められているかどうかをチェックした方がいいので
はないかと示唆し、その場合には私たちも専門家とし
て協力することを約しました。
　福島での私の活動は、放射線防護学の専門家という
立場を主としながらも、常に、国際平和ミュージアム
名誉館長という視点も頭を離れず、自ずから複眼的な
性格を帯びています。原発事故がもたらした余りにも
深刻な現状と、再びこの地で生きようと願う人びとの
希望や苦悩をどう世界に伝えることができるか、平和
ミュージアムとして、展示だけでなく、電子空間での
発信や講演会やフィールド・ワークなどを通じて内外
の人びとにどう訴えることができるか、いつも考え続
けています。韓国で開かれる第8回国際平和博物館会
議では基調報告者の一人としてこの問題を提起するつ
もりですが、いつか役立つかもしれないと思って撮り
続けてきた写真はすでに数千枚に達しています。

左から筆者、桂川秀嗣さん、佐藤理さん

絵筆がわりに指を使った
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特命的存在の日本
－戦後民主主義を支えている地方自治制度と日本国憲法の真の尊重

 スリランカ和平の道程
　42年前に来日した時、私は感動した。戦前の中央
集権型の軍事大国は、地方分権型の平和大国になって
いた。戦災復興が始まった頃は、日本に比べて母国の
スリランカの方が当時は豊かだったのに、来日した時
には日本の国民総生産の方が数十倍ほどつきはなして
いた。理工系の専門分野を学びに来たにも関わらず、
この社会的転換の秘訣を大学の研究と並行して探るこ
とにした。日本の戦後の歩みを見たいと思って先生方
と相談したら、「戦後だけでは日本の歩みがわからな
いよ」と言われ、明治維新までさかのぼったほうが良
いということだった。明治時代までの資料等を見ても
日本の近代化、中小企業の強み、経済大国への道、平
和な社会づくりの特徴についてわからないことが多
く、結果として江戸・戦国時代まで調べることになっ
た。30年ほどで片付けようと思った怠け者の私は、
300年以上昔のことにも目を向けることになった。
　その時からの歴史の流れを見ると、戦争と平和の繰
り返しが見えてくる。おそらくこれは普通の国づくり
の流れだろうと思った。だが戦国時代の血だらけの戦
いに疲れはてた民衆の平和への願いに応え、太平の世
を築いた江戸幕府の統治の技と戦後の日本の歩みは違
うと感じた。前者は国の指導者が安定して統治できる
構造があるのに対し、後者は平和を志した価値観を形
成した民衆の手のひらに民主主義という個々の責任が
おかれている。前者のあり方は独裁政治環境の中でも
見える戦術であるが、後者は国の在り方を根本的に変
えたものと言え、国際社会の中における日本の特命的
存在の土台である。武力行使を永久に否定する日本国
憲法と日本の国土開発に地方自治制度を置いたことが
私の目にとどまった。
　民衆の自主的行動を支えた地方自治法のルーツは、
1946年10月5日に内務大臣の諮問機関として設置さ
れた「地方制度調査会」にさかのぼる。1946年11月
3日「日本国憲法」の制定にあたって「地方自治」が
憲法に規定され、1947年4月17日に「地方自治法」
が制定され、同年の5月3日に「日本国憲法」と同日
に「地方自治法」が施行された。その後、1949年8

月27日のシャウプ勧告「シャウプ使節団第１次報告
書」に謳われている市町村優先主義に基づく行政事務
の再配分と、地方税制の改正等を行うことを中心に地
方自治は進化する。この思想を日本の国民の真のもの
として受け入れて貰うために努力したのが「地方行政
調査委員会議（神戸委員会）」だった。母国のスリラ
ンカでは、反政府ゲリラの武力行為が来日1年前の
1971年に始まり、地方自治は国の根底にある重要な
課題だった。統一国家の下で民衆が主権者としての地
方分権を保証できる解決策として、日本の地方自治制
度が母国の発展に貢献できるものとして私には見え
た。
　地方自治法では地方公共団体の責任が命じられてい
る。その責任を果たすために必要な財源は、地方税制
度を設けることによって確保することはよくある例だ
が、日本の仕組みの特色は地方交付税制度に表れてい
る。裕福な地方公共団体で発生した財源の一部を恵ま
れていない団体に交付することによって、自主経済力
を問わず地方自治の責任をすべての地方公共団体が果
たせるような保証制度だった。
　この考え方を2002年の夏に国際協力銀行（JBIC）
の調査団（団長は中村尚司龍谷大学名誉教授）の委員
として、スリランカの反政府ゲリラ団体「タミール・
イーラム解放のトラ（LTTE）」との交渉に提示した
覚えがある。その年の9月にノルウェーの首都オスロ
で行った第一回スリランカ和平協議で独立国家イーラ
ムを求めていたLTTEは、統一国家の下での地方自治
権のありかたを検討することになった。和平交渉の現
場で、日本の地方自治制度の平和への貢献の可能性を
肌で感じた。この話の詳細はJBIC開発金融研究所の
調査報告書24号「紛争と開発：JBICの役割（スリラ
ンカの開発政策と復興支援）」（2003年8月）にまと
めてある。その中で戦後日本の平和の下での発展過程
から得られた思想が数多くあり、紛争解決に役立つ「積
極的平和構築への貢献」ともいえる。
　停戦合意のもとで行ったスリランカの和平協議会
は、ノルウェーのオスロ、タイのサッタヒープ、日本

（箱根と東京）で2回行い、対話の下での平和構築に
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関する東京会議（2003年6月）の時に、小泉政権は
47億ドルの復興支援金（その内、日本は30億ドルを
二国間援助と国際機関を通じた援助を約束）を国際社
会から集めた。だが重要な東京会議にLTTEは参加せ
ず、停戦合意をしたウィクラマシンハ首相とクマーラ
テゥンガ大統領の連立政権が倒れ、ゲリラ軍がその後
分断され一部が政府側の味方になる。後任のラジャパ
クサ政権は残りのゲリラ武装団を武力で抑え、2009
年にLTTEのリーダーが殺害され勝利を宣言する。そ
の後、政権は安定し国民に希望が湧き、経済も成長し
始めるが、勝利した政府は緊張しているように感じた。
内戦で勝利したとはいえ、スリランカ政府には包容力
がないように見えた。そこで考えられる解決策として
は、国土全域にわたる公平な発展による多民族国家の
形成が重要と思う。悲惨な状況に終わった内戦の末期
の血だらけの状態の中、民族間の絆とお互いの信頼を
再び構築することは重要である。それに一番必要なこ
とは、この辛い歴史に誠実に向き合うことである。

 日本の平和憲法の真の尊重
　スリランカ大統領府のもとで「過去の教訓・和解委
員 会 」（Lessons Learned and Reconciliation 
Commission：LLRC）を設け、内戦の教訓と民族間
の和解を目標としている報告書が提示されている。そ
こで実施すべきと言われていることに対して、政府が
乗り気でないように感じる。歴史と誠実に向き合うこ
とは国家を弱めることではなくて、胸を張って誇りを
持って前進できるバネと思わなければならない。ナチ
スの辛い歴史を乗り越えた今日のドイツは、この手段
をとって成功した例といえる。近年の日本にもこの教
訓を改めて、踏まえる必要があるといえる。スリラン
カと同様の穴に落ちないことを祈りたい。
　ほぼ10年間にわたる国際連合の職員をしていた時、
現場で辛い判断をしなければならないとき国連憲章の
原点に立ち戻って決断をしたことを思い出す。同様に
国民の心を清めるものは憲法の精神だといえば、選ん
だ行動の説明責任も果たせる。スリランカの憲法では
民主主義は、「少数意見を尊重する多数決」に基づい
たものとして定義づけられている。この精神に立ち戻
ればスリランカ政府の行動に包容力は生まれると思
う。最近Bodu Bala Sena（BBS）という仏教系の
過激な集団の武力行為によって、イスラム教徒をはじ
めとして、キリスト教徒、ヒンズー教徒の国民に圧迫
感を感じさせることが多くなっている。多数の仏教徒

もこの行為を認めていないことは、はっきりしている
にも関わらず、政府がBBSの人権侵害を黙認してい
るという疑いがある。怪我人や財産の損害が出たあと
だが、ヘイト・スピーチをスリランカ政府が違法行為
とする方向に動いている。
　気になるが隣国インドでもShiv Sena（シヴァ隊）

（シヴァはヒンズー教で戦争の神様）が誕生し、スリ
ランカのBBSと同様に憲法で保障されている多民族
国家を否定している。日本でも最近東京都内の新大久
保地域や大阪府の鶴橋地域あたりで、在日韓国・朝鮮
系の方や外国籍の住民に向けたヘイト・スピーチによ
る暴言・差別扇動行為が発生していることが報道され
ている。今年7月24日国連人権委員会でこの問題を取
り上げ、日本の既存の法体系ではこのような人権侵害
への対応が不十分と指摘している。このような社会的
ストレスから生まれる緊張環境を是正するためには、
憲法の高い志に立ち戻って手っ取り早く法整備を含む
対応を考えることだと思う。日本の国民所得の半分程
度が海外で発生する時代に入り、少子高齢化による労
働力不足を是正するため、高度な人材を海外から日本
に招くための移民政策、環境形成等を議論している中
で、京都、東京、大阪などで起きている人権侵害は理
性ある誠実な行動ではない。また、これは圧倒的多数
の日本国民の願いでもない。いまこそ日本国憲法の精
神に基づいて、日本国政府の速やかな対応を願いたい。
インド、スリランカ、日本だけではなく、どこであろ
うが武力行使は多数の国民の願いではないことを国連
職員の時、歩き回った厳しい現場でこそ感じた。日本
国憲法の前文の素晴らしさは、人類を対象にした視野
で日本国民の平和への誓いを明確に示していることに
ある。誇りを持って歴史に名が残る国家として、東ア
ジアの隣国の市民を含め世界の人々に認めてもらうた
めの近道は日本の平和憲法の真の尊重である。
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副館長　加 國 尚 志
立命館大学国際平和ミュージアム

（立命館大学文学部教授）
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憲法９条と集団的自衛権

　この文章を書いている当日（2014年7月1日）、「集
団的自衛権行使容認」について、自民党と公明党が合
意し、閣議決定を行ないました。
　正当な手続きによる憲法改正を経ず、紛争解決のた
めの武力行使を禁じた憲法９条の内容を「解釈」によっ
て実質的に変更することには大きな疑問が残ります。
　「密接な関係にある他国」が攻撃を受けた場合に日
本から自衛隊を派遣する道が開かれることは、その同
盟国と協力して戦闘行為に参加することであり、日本
国憲法の理念と矛盾します。実際に、ベトナム戦争に
おいては、韓国は集団的自衛権に基づいて米軍と行動
を共にし、多くの犠牲者を出しています。
　「正戦論」という考えがあります。戦争には正しい
戦争と正しくない戦争がある、とする考え方です。い
かなる理由であれあらゆる戦争に反対する非戦平和論
と異なり、現実的に戦争が必要な場合があり、その場
合には戦争という暴力も許容され、正当化されるとい
う立場です。第二次世界大戦における連合国軍による
爆撃などは枢軸国の暴力的な侵略行為や残虐行為を停
めるために必要だった、とする考え方がそれにあたり
ます。人道的介入の是非を論じる際にも参照される考
え方です。
　こうした考え方に立てば、「自衛」のための戦闘行
為は「正しい戦争」にあたる、ということになるでしょ
う。そして日本の「自衛」のためには、「密接な関係
にある他国」の「自衛」のための戦闘行為に協力する
べきである事例が想定される、ということになります。
　しかし、果たして日本の集団的自衛権行使が、現実
的にそのような場合に限定されうるかどうかは、はな
はだ疑わしいと、私は考えます。
　たとえば日本がPKOという名目で自衛隊を派遣し
たイラク戦争では、フセイン政権による大量の破壊兵
器備蓄は確認されませんでした。また、アメリカ合衆
国とイギリスは国連安保理の決議を経ずに戦争を開始
しました。そもそも存在しない大量破壊兵器を取り除
くための先制攻撃というイラク戦争における武力行使
は国際法違反の疑いがかけられうるものです。このよ
うな、およそ「自衛」としてすら正当化されえない戦
争を「同盟国」が行なっている場合、それを「正しく
ない戦争」と判断して「集団的自衛権」の行使として
の自衛隊派遣を行なわない、という判断が、日米安保
協定のもとにある日米関係のもとで日本政府に可能で
あると想像するには、相当に楽観的な想像力が要求さ
れるでしょう。
　イラク戦争ではフセイン政権が打倒されましたが、
2003年の開戦以降、イラクでは12万人もの民間人が
犠牲になったとも言われています。インフラの破壊に
よる生活水準の低下や劣化ウラン弾による健康被害な
ど、この戦争がイラクにもたらしたものは、イラクの
人々の苦難とアメリカ合衆国やイギリスに対する憎悪

だけだったように思われます。平和主義を理念的と揶
揄し、「戦争とはそんなものだ」とうそぶく現実主義
者が見ようとしないのは、まさに戦争のもたらす現実
そのものなのです。それは戦争の有効性を理想化し、
現実的な帰結としてのその失敗を認めない態度として
表れます。
　フセイン政権を打倒するための戦争という手段は正
しかったが、戦後処理が間違っていたのだ、という意
見もあります。しかし、戦後処理の予想が甘いところ
で戦争を開始する、ということ自体、帰結を考慮しな
い無謀な行動であることを示しています。無謀な単独
行動主義を批判する世論と軍事費削減がアメリカ合衆
国の軍事的プレゼンスを後退させており、それが今回
の集団的自衛権行使容認の背景にありますが、そのこ
とは、対テロ戦争の泥沼にはまり込んだアメリカ合衆
国の軍事行動の肩代わりを日本の自衛隊が行なう可能
性を示唆しています。
　イラク戦争が示しているように、対テロ戦争による
紛争解決は、当事国双方の国民に憎悪と不信を生むだ
けで、かえって多くの混乱をもたらします。粘り強い
和平交渉やNGOの介入など、平和的な手段による紛
争解決の手段を多様化し、その可能性を追求する方が、
どれほど時間がかかっても最終的には多くの成果を得
られるのではないでしょうか。太平洋戦争の惨禍から
日本が学んだ戦争放棄と平和の理念的意義は、21世
紀になっても、テロルに対する戦争の泥沼化を示した
イラク戦争の惨状から世界が学ぶべきものでもあるよ
うに思われます。
　閣議決定は行政機関の最高の意思決定ではあります
が、それ自体では国民に対する拘束力を持ちません。

「集団的自衛権行使」について、憲法21条が保障した
「集会　結社　表現の自由」
や同じく憲法81条に示され
た最高裁判所による違憲立
法審査権などをもとに、憲
法９条を政府に守らせる行
動をとることはこれからも
可能です。立命館大学国際
平和ミュージアムは、正戦
論の観点に立つのではなく、
非戦的平和主義を理念とす
る日本国憲法９条の精神に
立脚し、あらゆる戦争に反
対し、戦争という武力行為
が市民の幸福な生活を破壊
するものであることを、展
示を通じて訴えていきたい
と思います。

「憲法9条 タピストリー」
（国際平和ミュージアム所蔵）
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山形国際ドキュメンタリー映画祭の魅力

 映画祭の“熱量”
　時機を失している感はありますが、国内有数の映画
祭であり、国際的評価も高い山形国際ドキュメンタ
リー映画祭（YIDFF）の魅力をお伝えしたいと思いま
す。YIDFFが ス タ ー ト し た の は1989年 の こ と。
YIDFFは、2年ごとに、10月初旬から中旬にかけて開
催され、世界の最前線の成果が集められた「インター
ナショナル・コンペティション」、実験性と先進性が
際立つアジアのドキュメンタリーのコンペティション

「アジア千波万波」、企画の切り口の斬新さに毎回驚か
されるレトロスペクティブなど、必見の作品が一堂に
会する映画祭です。とはいえ、とてもすべてを見切る
ことなどできないボリュームで、見逃した作品の素晴
らしさを映画祭期間中に耳にして、悔しい思いをする
こともしばしば。その情報で、翌日からの鑑賞スケ
ジュールを急きょ変更して、そのやりくりにひと苦労
するのもこの映画祭の楽しい一コマです。市内各所で
繰り広げられる映画談議はたいてい深更にまで及びま
すが、観客の多くが翌日には眠い目をこすりながら、
1本でも作品を見逃すまじと、朝10時からの上映に並
んでしまうのです…。こんな振る舞いを可能にするの
も、YIDFFが他に代え難い“熱量”をもっているから
だと思います。
　参加者はリピーターも多く、近年は映像系大学の学
生の参加が開催ごとに増えていく傾向にあるように感
じられます。教員が引率して、まとまった数の学生が
参加すると、入場料が割引される制度が実施されてい
ることもその理由の一つですが、こうしたきっかけで
参加した学生が、映画祭の熱に当てられて、卒業後も
山形に足を運んでしまうということもあるようです

（私も卒業生と山形で再会することが定例になりつつ
あります）。
　その熱の源には、やはりYIDFFがドキュメンタリー
に特化していることがあるように思います。ドキュメ
ンタリーの場合、直接的に“現実”を素材としている
だけ、作家のスタイルや映画史的文脈などを二の次に
して、描かれているテーマ―たとえば、世界各地の貧
困、暴力、戦争、災害―を、誰でも論じることができ
るからです。観客は、そのとき、自らにもたらされた
リアリティを足がかりに、このリアリティが映像表現
を通じてどのように組織されているかを考察するよう
促されます。この考察は、究極的には、ドキュメンタ
リーとは何かという、答えを見出せなくとも、作品の

受容を間違いなく豊かにする原理的な問いに導かれて
いくことになります。おそらくそうやって、観客の誰
もが、自前のドキュメンタリー論を抱えることになる
のでしょう。そこからは談論風発、百家争鳴。このよ
うにドキュメンタリーが議論を誘発する開かれた表現
であること、これが映画祭の活気を支えている源であ
るように思います。
　さて、YIDFF2013インターナショナル・コンペティ
ションで上映された作品の中から、いくつか任意に
ピックアップし、その内容を簡単に紹介しましょう。

 『我々のものではない世界』
　　A’Lamun Laysa Lana（A World Not Ours）
　ロバート＆フランシス・フラハティ賞（大賞）に輝
いた『我々のものではない世界』（2012年）は、レバ
ノンのパレスティナ難民キャンプに育ち、その後デン
マークに移住したマハディ・フレフェル監督のセルフ
ドキュメンタリーです。監督は、たびたびこの難民キャ
ンプに里帰りし、頑固者の祖父の家に過ごしながら、
そこに暮らす人々の生活をビデオカメラに記録してき
ました。監督は次のように述べています。パレスティ
ナ人である「我々にとって、忘れることはすなわち存
在するのをやめること」であり、ビデオによる記録は、
たとえささいな日常生活の記録であったとしても、こ
うした「存在忘却」への抵抗の証になる、と（註1）。
実際、現在の映像が記録しているのは、PLOから支
給されるわずかなお金で無為徒食の時間を過ごすパレ
スティナ難民の若者の日常生活です。その一人、監督
の友人で、この作品の実質的な主人公であるアブ・イ
ヤドは、死が傍らにありながら、すでに弛緩した日常
と化した難民キャンプの閉塞感に耐えきれず、映画の
終盤で、ギリシャに渡ることになります。この作品の
おもしろさは、「この場所にこの人がいた」という個
別的・具体的な記録が、「どこにも帰属する場所がない」
ことを運命づけられたパレスティナ人の集合的記憶に
折り重なっていくところにあると思います。

 『殺人という行為』
　  The Act of Killing
　大賞に続く山形市長賞（最優秀賞）を受賞したのが、
ジョシュア・オッペンハイマー監督による『殺人とい
う行為』（2012年）でした。YIDFF2013での上映後、

『アクト・オブ・キリング』のタイトルで劇場公開され、
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大きな反響を呼んだ作品です。
　インドネシア現代史の転換点になった「9.30事
件」（1965年）は、複数の陸軍将校が殺害された
クーデター未遂事件です。その黒幕に当時インド
ネシアで大きな勢力を有していた共産党がいると
いう謀略的な宣伝がなされ、その影響下に共産党
員、シンパ、華僑が数多く（一説にはおよそ300
万人も）虐殺されました。この過程で、容共的と
されたスカルノ大統領が失脚して、反共プロパガ
ンダを主導したスハルトが大統領に就任。虐殺の
加害者たちは、スハルト死後の現在も権力の中枢
におり、裕福な暮らしをして、英雄視されていま
す。被害者が声をあげられず、記録の対象になら
ない中で、監督は加害者の取材に方針を切り換え、
1,000人の共産主義者を殺したと豪語する殺人部
隊のリーダー、アンワル・コンゴに、過去の虐殺
の実態を映画にすることを提案します。アンワル
は自らの“英雄的行為”を再現することに喜んで
応じますが、彼は、このフィクション映画の中で
被害者を演じたことをきっかけに、自らの行為を、
激しい嗚咽とともに振り返らざるをえなくなりま
す。
　このドキュメンタリーは、9.30事件をめぐる集
合的記憶の欺瞞性を、フィクショナルな仕掛けに
よって暴露した作品であると言えるでしょう。実
際、作品の中には、この再現映画によって、「共
産主義者は残酷」という“嘘”がばれてしまうと
いう加害者たちのやりとりがあります。このド
キュメンタリーが提示しているのは、集合的記憶
が、加害者によって占有され、今もなお、社会を
抑圧する機能を果たしていることのおぞましさで
あるように思います。

 『なみのこえ』
　  Voices from the Waves
　日本から唯一ノミネートされたのが、酒井耕、
濱口竜介共同監督による『なみのこえ』（2013年）
でした。この作品は、YIDFF2011で上映された『な
みのおと』に続く、彼らの「東北記録映画三部作」
の第2作にあたり、福島県新地町、宮城県気仙沼
市の2ヵ所に対象を絞って、震災から1年後の津波
被災者を記録した作品です。この作品には、前作

『なみのおと』と同様、震災時、テレビやネット
に氾濫した津波の映像はまったく登場しません。
その代わりに、美容師夫婦、役場の上司と部下、
飲食店を経営する兄弟、漁師の親子などが、自ら
の生活と被災体験の記憶を語る、その語りだけで、
作品が構成されています。
　驚くべきは、この作品がフィクション映画の手
法である「切り返し」によって、出演者の対話場

面を記録していることです。カメラがどこに消え
てしまったのか、観客は困惑せざるをえないで
しょう。このような方法が選択されたのは、被災
者によって物語られる記憶の“主観性”を際立た
せるためであったと思います（濱口竜介は、被災
者にインタビューをするにあたって、「どう被災
したか」ではなく「誰が被災したか」が重要だっ
たと述べています（註2））。それは、“客観性”を
装いながら、被災者を「被災者一般」へと貶めて
しまう震災報道に対する静かな、しかし根源的な
批判でもあります。ドキュメンタリーとフィク
ションの境位を顕在化しながら、あくまで個別的・
具体的なものを表現する、映像の本質的な機能に
忠実な態度を貫徹すること。これが、この作品を
優れたものにしている原因だと思います。

 映画祭という市場
　これらの作品に共通するのは、単なるテーマの
提示を超えて、方法論的思考／試行の中に、ドキュ
メンタリーが記録する“現実”とはいったい何な
のかを観客に問い直させる契機を有していること
です。こうした契機が、多様な思想を抱えた人々
が交じり合う映画祭の場で、彼らに議論を誘発し、
テーマへの理解を深めさせ、彼らの創作意欲を刺
激していくことになるわけです。
　YIDFFのディレクターを務めた藤岡朝子さん
は、この映画祭を、砂漠のオアシスに開かれる市
場（イチバ）―旅人たちが交易・交流を重ね、自
生的に発展を遂げていく場（いささかのいかがわ
しさも含めて）―になぞらえ、次のように述べて
います。「金があるところに群がるのではなく、
参加する隙間がたくさんある開かれた魅力的な映
画祭だから人が集まる。映画作品と人、人と人の
出会いの中から、予測のつかないことが起き、新
しい価値観を突きつけられる。参加した人たちは
豊かな何かを浴びせられ、祭りの最後に日常に
帰っていく（註3）」。映画祭と博物館の違いはあ
れど、藤岡さんの言葉は、国際平和ミュージアム
が目指すべき方向にも示唆を与えてくれているよ
うに思います。

註1　 『山形国際ドキュメンタリー映画祭2013　
公式カタログ』29頁。

註2　 濱口竜介「関心という習慣」、『KIITOアー
ティスト・イン・レジデンス2013　濱口竜
介ドキュメントブック』デザイン・クリエ
イティブセンター神戸、2014年、29頁。

註3　 藤岡朝子「ヤマガタの市場性」、『現代思想』
第35巻第13号（10月臨時増刊　総特集ド
キュメンタリー）、2007年、105頁。
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　20世紀初頭の日本
帝国主義による朝鮮植
民地支配は、未だに政
治的・歴史的な問題を
めぐり多くの論争がな
されており、今日にお
いては、多岐にわたる
研究により植民地政策
の様々な側面が明らか
になりつつあります。
　しかしながら、帝国
日本が行った植民地朝
鮮における身体管理を
通した「国民」づくり
と身体規律、健康強制、

健民政策などの政策については、これまでほとんど研
究がなく、その実態は明らかにされていない状況でし
た。
　今回取り上げる本書は、上述した帝国日本の身体規
律政策に関して言及した内容であり、当該分野の先行
研究が少ない点からも、大きな意味を持っているとい
えます。
　本書は朝鮮と台湾植民地化における「日本型植民地
主義」の特徴を徹底的に追求しながら、日本の植民地
主義の「同化と排除」について何を考えなくてはなら
ないかを、鋭く問いただす一冊です。差別への鋭い批
判と、その差別の上に立った天皇制絶対主義による戦
争体制に対して、強い批判と抵抗の精神を凝縮させた
書籍といえます。
　本書は4人の研究者の研究を収録しています。水野直
樹氏は日本帝国主義が朝鮮人の名前を利用しどのよう
に植民地統治に活用したのかを分析しています。鄭根
埴氏は帝国日本がいかに国民の身体を戦争のために作
り上げていったかを論じています。また、駒込武氏と
松田吉郎氏は、台湾に対する日本植民地支配が神社参
拝と台湾先住民の同化教育にその根源があるという分
析を通して、植民地主義の根深い歴史を告発していま
す。
　著者は、これらの分析を通して、近代日本社会の中
核をなす絶対天皇制とそのもとで行われた侵略戦争と
植民地支配、そして植民地民衆に対する差別と排除、
同化のシステムと言説を具体的に検証し、そのシステ
ムに最も深く拘束されている「日本人」の責任を問い
かけています。
　特に、鄭根埴氏の論文『植民地支配、身体規律、「健康」』
は、私たちの身体はただ自然的・生理学的なものでは

なく、「歴史的なもの」であり「社会的なもの」でもあ
るという視点が明確に示されている内容となっており、
植民地支配に順応する近代的身体を形成するため、帝
国日本が植民地朝鮮で行った医療・衛生政策、身体規
律と健康の問題、身体の歴史性や近代的身体について
考察しています。
　植民地朝鮮で発展し、逆に日本本国へと伝播した皇
国臣民体操、日本の領土であることや日本の支配を示
すシンボルとしての役割を果たしたラジオ体操、青少
年の身体訓練と規律の培養のために学校で行われた集
団体操や教練、「健兵」｢健児｣「健母」などを作り上げ
るための「健民運動」、日常生活への介入と統制を全面
的に強化する運動として続けられた「生活改善運動」
や「合理化運動」など、植民地朝鮮では、植民地支配
を強固にしようという狙いのもとで様々な身体管理政
策と生活の規律化が進められ、日常生活のすべての領
域は「国民儀礼」で満たされ、統制されたと分析され
ています。
　本論文で何よりも興味深い点は、帝国日本が作り出
した身体の動員と規律化が、植民地解放後韓国社会の
隅々へ浸透した点です。解放後も、皇国臣民体操やラ
ジオ体操を復活させた「再建体操」、学校の愛国朝礼で
行われた国旗に対する敬礼と誓い、国歌斉唱、黙念、
国民体操、行軍などの実施、教練や体力章の導入、愛
国班や隣組から生まれた組織であった斑常会の誕生、
学徒護国団の復活等々、数多くの日本植民地主義の歴
史が生き残りました。つまり、朝鮮が植民地から解放
されてからも植民地時期に行われた身体管理と統制政
策は、持続的に韓国社会と学校を支配する核心論理と
して作用し、戦後新たな「植民地支配」が始まったの
です。
　大日本帝国は国家像構築の基底をなす「絶対天皇制」
の支配構造のもとで、侵略戦争と植民地支配を行って
きました。日本は敗戦後、絶対主義の支配がもたらし
た戦争と荒廃を教訓に「平和国家日本」を作ろうと努
力してきましたが、いま再び、戦争と差別の時代、植
民地支配の責任と戦後民主主義を否定しようとする動
きがやって来ようとしています。戦後日本で今日ほど、
排他的ナショナリズム、近隣諸国への敵愾心、植民地
支配責任の無化・無責任化が進んだ時期はありません
でした。もう一度侵略戦争と植民地支配の悲惨さを考
え、「平和国家日本」を作るためにも過去の歴史に学び、
その強い生命力をわがものにしていきたいものです。
本書はそうした「平和の声」を沈めないための、貴重
な一冊です。

『生活の中の植民地主義』　（人文書院　2004年1月刊）
　水野直樹 編
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 第84回
  第19回京都ミュージアムロード参加企画
  京都青春時代 パート2 
  －学生と高度経済成長の風景－

会期：2014年2月8日（土）～3月30日（日）
主催：立命館大学国際平和ミュージアム

　戦前・戦中の京都の大学生をテーマに昨年開催した
第78回ミニ企画展示「京都青春時代－学生と戦争の
風景－」に引きつづき、今回はその30年後にあたる
1960年代末～70年代にかけての京都の大学生の様子
を紹介する展示を行いました。この時期の若者たちは
大阪万博、公害問題、大学紛争、ベトナム戦争等々、
高度経済成長下で急激に変化する日本社会の中で、新
しい価値観を見出そうと模索しながら青春を謳歌して
いました。本展ではミュージアムが収蔵する大阪万博
等の資料や、当時京都で大学生活を送った方々を取材
し、借用した当時の愛読書や金銭出納帳、クラス新聞
等々、約40点の資料を紹介。また、展示の一角に「あ
のころの思い出を聞かせてください」のコーナーを設
け、来館者の方々に当時の思い出を書いていただきま
した。

 第85回
  ベトナム戦争の傷

きず

痕
あと

会期：2014年4月3日（木）～4月29日（火・祝）
主催：村山康文写真事務所

共催：立命館大学国際平和ミュージアム

　1975（昭和50）年4月30日のサイゴン陥落から今
年で39年目を迎えるのを機に、フォトジャーナリス
ト村山康文の写真展が開催されました。村山氏は本学
在学中に「ベトナムで石川文洋写真展を見るツアー」
に参加して以来、16年間に渡りベトナムを撮り続け、
現在も取材や展覧会、講演会など精力的な活動を行っ

ています。ベトナム戦争終結後のめざましい経済発展
の影で、今も戦争の傷を負いながらひっそりと生きる
人々の暮らしを写した50点の写真を展示。来館者に
平和の尊さを改めて考え直す機会となったようです。

 第86回
  ロベルト・ユンクの生涯
  「ヒロシマを世界に伝える

─核の被害なき未来を求めて─」
会期：2014年5月13日（火）～6月1日（日）
主催：�ユンク科研グループ（「グローバルヒストリーとしての平

和研究にむけて――アウシュヴィッツとヒロシマの記憶」
文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究Ｂ（課題番号
23320161、平成23～25年度）、研究代表者：竹本真希
子（広島市立大学広島平和研究所））

共催：立命館大学国際平和ミュージアム
協力：広島平和記念資料館、ロベルト・ユンク未来問題図書館

　ドイツ出身のユダヤ系ジャーナリスト、ロベルト・
ユンクは、1957（昭和32）年に初来日し、以来ヒロ
シマと被爆者の状況をつぶさにヨーロッパに伝え、「現
在を生きる人々の想像力と決断が未来の破壊を食い止
める」として反核兵器・反核エネルギーの運動に尽力
しました。本展では、昨年生誕100周年を記念して広
島平和記念資料館で開催された企画展示を中心に、ユ
ンクと京都の関わりを紹介する内容を新たに加えた
計13点のパネルとともに、書籍や生誕100周年記念
切手（オーストリア）など計25点の資料を展示。ま
た1960年に広島を訪問し、被爆者たちを取材したド
キュメンタリー番組「廃墟の光」（ドイツ語）のDVD
も上映。ユンクが見た当時の日本社会の様子を映し出
しました。

開催報告（2014年2月～6月） 今号では2014年2月から6月の間に開催しましたミニ企画展示をご紹介します。

ユンクが紹介した佐々木禎子さんのエピ
ソードから生まれた『サダコ』（カール・
ブルックナー、1961年）も展示

ロベルト・ユンク（1913-1994）
ロベルト・ユンク未来問題図書館蔵

バリケードの中にいた学生の愛読書

学生生活を楽しんでいた学生たちの発行したクラス新聞

作品と共に、現地での取材内容を元にした詳細な解説
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会　　期：2014年5月3日（土）～7月19日（土）
会　　場：立命館大学国際平和ミュージアム1階・中野記念ホール
参 観 者：9,522名
主　　催：立命館大学国際平和ミュージアム
共　　催：鄭周河写真展実行委員会
協　　力：立命館大学コリア研究センター
後　　援：京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都市内博物館施設連絡協議会、KBS京都
　　　　　朝日新聞社、京都新聞、毎日新聞社、読売新聞社

　韓国を代表する写真作家 鄭
チョン

周
ジュ　ハ

河は、2011年11月、原発事故後の福島被災地を撮影し、「奪われた野にも春は来
るか」と題する写真集を発表しました。福島県南相馬に始まり、当館を含む6会場をめぐる巡回展となった本展では、
写真集の中から20点が、今回のタイトルになった李

イ

相
サン

和
ファ

の詩や、鄭氏からのメッセージ「福島•南相馬への私の小
さな思い」などとともに展示されました。福島からの避難民がまだ多く、問題がますます深刻になる中、被災地の
厳しくも美しい風景を静かに映した鄭氏の作品は多くの方々に省察を促し、大きな反響を得ました。

　　　�オープニングトーク
日　　時：2014年5月3日（土）13：30～15：30
会　　場：特別展会場内
講　　師：鄭周河氏（写真家）、徐

ソキョンシク

京植氏（作家）、河津聖恵氏（詩人）
参 加 者：122名

奪われた野にも春は来るか　鄭周河写真展

　開幕初日には、鄭周河氏、徐京植氏、河津聖恵氏を講
師に迎えてのオープニングトークが開催されました。若
い世代から年配の方まで幅広い年齢層の方の姿が見られ
ました。
　冒頭、加國副館長より挨拶があり、原発事故から3年
が経ち、日本の中で福島が忘却されてしまうのではない
かという危惧がある中で、鄭周河氏の写真は現代日本の
東アジア諸国との関係と福島の問題を重ね合わせる、あ
るいは同時に考える機会を与えてくれていると、歓迎の
言葉が述べられました。
　徐氏は「記憶のたたかい」という言葉を用い、忘却と
否認の流れがある中で、今起きていることを記憶するた
たかいはアジアと世界の平和のためのたたかいであるこ
と、また表現者は忘却を強いる力に対して何が出来るの
かといったことにも触れました。原発事故を一つの国民
の出来事としてはいけないと語り、アジアや世界の人々
がよりお互いの想像力をつなぐ試みが必要であると解説
しました。鄭氏は福島を撮影した経緯やそこでの人々と
の交流について語り、写真集「奪われた野にも春は来るか」
の中から今回は展示されていない作品と、それ以後に福
島を訪れ撮影したモノクロの作品をプロジェクタで映写
しました。河津氏は鄭氏の作品から受けた印象（作品か
らこちらが見られているような感覚、不安を抱かせられ
る等）を語り、今回のテーマにあわせた自作の詩を披露

関　　連

イベント

しました。
　会場からは、「作品にキャプションをつけないのはなぜ
か」「この風景（福島）を実際に見たときにどう感じたか」
といった質問のほか、様々な質問、意見、感想が出され
ました。（以下はこの質問に対する鄭氏の回答）
◇ キャプションをつけない理由：タイトルや説明は、よ

い案内でもあるが、束縛でもある。自分はジャーナリ
ストではないので、事実を伝えることを目的に作品を
発表しているのではなく、事実を通して何を省察する
のか、そのきっかけを出すことを目的に作品を発表し
た。ある言語でキャプションをつければ、見るものを束
縛してしまうので、あえてキャプションをつけていない。

◇ この風景（福島）を見たときに感じたこと：言葉にし
にくい感情。2003年－2007年に韓国の原発周辺の人々
を撮影したときの延長として向き合った。「くそ！（汚
染されているのに）自然は美しい」と思った。

　最後に徐氏は、私たちは「〈それは福島の出来事〉と
いうように、知らず知らずのうちに想像上の見えない境
界線をつくり、それが連帯や省察を遠ざけている。その
境界線を越えていく努力をしなくてはいけない」とまと
められました。2時間にわたるトークイベントでしたが、
写真の背景や作品のモチーフ、福島の原発事故以降の表
現の問題など、深い省察にもとづく内容で大変充実した
オープニングトークになりました。

オープニングトーク　会場の様子 徐京植氏（左）、河津聖恵氏（右） 鄭周河氏（左）、通訳 べ・ヨンミ氏（右）
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トークセッション
日　　時：2014年6月7日（土）13：30～15：30
会　　場：特別展会場内
講　　師：高橋哲哉氏（東京大学教授・哲学）、庵

アン

逧
ザコ

由香氏（立命館大学准教授・朝鮮史）
参 加 者：66名

　6月7日には講師に高橋哲哉氏、庵逧由香氏を迎えての
トークセッションが開催されました。震災、そして福島
の原発事故から3年以上が経ち、一部ではすでに記憶の
風化も懸念されている中、学生たちがこの展示を通して
感じた出来事との距離や、福島の原発事故と植民地主義
といった異なる文脈の出来事の関係性について、そして
福島の事故が今を生きる私たちに問いかけてくるものに
ついて、講師とともに考えました。
　冒頭、高橋氏は福島の現状にもふれ、鄭周河氏の写真
から「静けさ」「美しさ」「懐かしさ」を感じ、その背後
にある福島の問題、またそれにつながる様々な問題を、
時間の経過とともに深く考えさせられると語りました。
　庵逧氏は、2011年3月の「巨大な監獄、植民地朝鮮に
生きる」展（企画：民族問題研究所・庵逧由香）でも、
李相和の詩「奪われた野にも春は来るか」を展示したこ
とにふれ、植民地時代の朝鮮の写真を紹介しながら、奪
われたものがあることを知らなければ見えてこない大切
なものがあることを鄭氏の写真は問いかけているのでは
ないかと語りました。
　会場からは、立命館大学の学生4名と同志社大学院生1
名、計5名の学生が、写真展の感想とともに、講師に問
いかけたいことを発言しました。
・事実であり芸術である写真をどうとらえればよいのか。
・震災に向き合えずにいたが、鄭氏の写真が持つまなざ

しを直視しなくてはならないと感じた。事故を遠くの
出来事として感じてしまうのはなぜなのか。

・福島で被災し、今は関西で事故を忘れようとしている
自分。自分がどこにいるのかわからない不安がある。

福島と朝鮮の植民地時代の比喩は可能なのか？
・市民の考えが国の政策に反映されないのか。
・韓国で初めて写真展を見たときにはわからなかったが、

5/3のオープニングトークに参加し、自然と人間、脱
原発、犠牲、利益追求、被災者と植民地の人民、記憶
と忘却、時代精神など、多様な問題を含んでいること
を知った。韓国でも原発事故が起きたが、人々は既に
関心をなくしている。学生には何ができるのか。

講師からは、ひとつひとつ丁寧な返答がなされました。
芸術作品を通じてでなければ継承できないものがあるこ
と。世界で起こる全ての出来事に関わることはできない
が、すべての問題はどこかでつながっていることを意識
して、何かに関わり続けることの大切さ。学生にできる
こととしては、まず歴史を知り、今の問題がどのような
経緯で起きているのか信頼できる先生について学ぶこと。
自分の経験と他者の経験を、想像力をもってつなげる努
力をすること。また、どうすれば今の社会を変えていけ
るか、どの年代の人も悩んでおり、私たち一人ひとりが
考え続ける必要があると語られました。

トークイベント「福島を見つめた留学生たち」
日　　時：7月19日（土）　13：30～15：30
会　　場：立命館大学国際平和ミュージアム2階　会議室
登 壇 者：安斎育郎（立命館大学国際平和ミュージアム名誉館長）
　　　　　山口洋典（立命館災害復興支援室チーフディレクター）
　　　　　福島を訪問した留学生　クリストファー・ヘッカー（立命館大学大学院 国際関係研究科／ドイツ出身）
　　　　　　　　　　　　　　　　ポリーナ・イバノバ（立命館大学大学院 国際関係研究科／ウクライナ出身）
　　　　　福島訪問を引率　　　　ガリレオ・ユセコ（立命館大学衣笠国際課職員）
参 加 者：39名

　最終日の7月19日（土）には、トークイベント「福島
を見つめた留学生たち」が開催されました。2014年2月
6日（木）～7日（金）の日程でおこなわれた「福島スタ
ディーツアー」に参加した、立命館大学で学ぶ留学生（7
カ国8名）のうち２名がディスカッションを行いました。
留学生ならではの視点から福島をみつめ、日本の社会に
対しての思いを述べ、意見交換しました。
　安斎育郎名誉館長は、私達ができる復興支援として次
の3点を挙げました。
　① 事故原因の解明や責任の追及、被災者へのケアと人

権保障を求め続けること。
　② 汚染や被曝の実態調査を続け「リスクの最小化」に

むけて最大限努力すること。

　③ 原発事故の教訓を踏まえ、より安全なエネルギー政
策を責任をもって選ぶこと。

　会場の参加者からも専門的な意見や質問が出され、日
本の未来について真剣な討議が行われました。

庵逧由香氏（左）、高橋哲哉氏（右）

イベント会場の様子
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「京都・大学ミュージアム連携」包括協定締結
　「京都・大学ミュージアム連携」は、京都市内の15
の大学ミュージアムが大学博物館相互の活性化と観光
や地域文化の振興を図るため、2011年に発足しました

（文化庁助成「文化遺産を活かした観光振興・地域活性
化事業」）。　　　
　これまでに、「連携の力－大学ミュージアムの可能性」

（2013年）など2回のシンポジウム、合同展覧会「大
学は宝箱！―京の大学ミュージアム収蔵品展―」（2012
年於：京都大学総合博物館）、「ようきんしゃったねー 
大学は宝箱！－京都・大学ミュージアム連携出開帳 in 
博多」（2013年於：九州産業大学美術館）、2回の「京
都・大学ミュージアム連携スタンプラリー」等を開催し、
連携を通じて大学博物館や収蔵資料を教育研究のため
に活用し、大学博物館の可能性を拡げてきました。
　そして2014年3月30日、「京都・大学ミュージアム
連携」は包括協定を締結し、新たなスタートをきりま
した。調印式と館長座談会では、各館の多様性こそ豊
かさにつながることや、大学博物館を通じた海外への
情報発信の可能性、そしてモノと人が出会い、多様な
交流を可能とする大学博物館こそ、今後大学が社会に
提供できる知の創造の場であることが確認されました。

また、この一環として立命館大学国際平和ミュージア
ムと京都外国語大学国際文化資料館は、2015年2月に
両大学の学生が主体となる企画展示「京都から世界へ
－大学生が考える平和－」（仮）を予定しており、現在
学生たちが準備を進めています。「平和」を理念にすえ
る両学（京都外国語大学における“PAX MUNDI PER 
LINGUAS”「言語を通して世界の平和を」、立命館大
学における「平和と民主主義」）の学生が、大学の枠を
超えて資料と出会い、共に文化や平和について考え、
協働するこの機会は、大学博物館連携の新たなページ
を開く取り組みとなります。

BKC開設20周年サンクスデー特別展示

「学徒動員、学徒出陣　学生・大学と戦争」
　2014年6月1日、立命館大学びわこ・くさつキャン
パス（BKC）開設20周年記念企画BKCサンクスデー
が開催されました。国際平和ミュージアムもこの企画
に参加し、BKCにおいて「学徒動員、学徒出陣　学生・
大学と戦争」展を開催しました。
　展示では立命館の学園内に軍隊を模した禁衛隊を設
立したことや国防学研究所の開設など国家主義を強め
ていた学園の歴史、また多くの学徒を学問の世界より
引き離してしまった学徒勤労動員、学徒出陣に関する
資料を展示しました。学徒出陣では立命館大学の卒業
生である藤澤福男氏（1942年9月繰上げ卒業）から昨
年寄贈された日の丸の寄書き等も展示しました。さら
に戦後の立命館の平和への取り組みについても資料を
展示しました。
　今回の展示は戦争により被害者となった学徒という
視点のみならず、大学が戦争へと協力していたという
大学の戦争責任についても重点を置いています。また

当時の体制下において高度な知識を身につけていた学
徒たちも兵士として戦争協力者となっていたという視
点も忘れないようにしています。
　BKCのセントラルアーク1階を会場とし、11:00～
15:00と限られた時間の展示ではありましたが、参観
者は100名を越し、多くの方に大学と戦争のかかわり
の歴史の一端を見ていただくことができました。

参加館の館長による調印式　於京都大学総合博物館

左：藤澤福男氏日の丸寄書き（1942）
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「生き方探求・チャレンジ体験」
～京都市立旭丘中学校2年生2名、京都市立双ケ丘中学校2年生3名を受け入れ～
京都市教育委員会主催の中学生対象の職場体験「生

き方探究・チャレンジ体験」推進事業で、京都市立旭
丘中学校2年生2名を6月3日から5日までの3日間、京
都市立双ケ丘中学校2年生3名を6月3日から6日までの
4日間受け入れました。

当館の職業体験は、博物館業務の中で直接来館者に
接する受付業務を中心に行いました。朝礼で当日の仕
事内容を報告し、地階常設展と特別展開館準備、地階
受付業務、特別展に寄せられたアンケート集計をし、
ミュージアムのチラシ考案等を行いました。二日目は、
旭丘中学校の生徒は、2階常設展の京都史跡めぐりコー
ナーの中で京都市動物園につい
て、来館者に解説をしました。初
めはもじもじしていても、解説を
聞いた来館者から「上手に解説が
できたね」と言われるととても喜
んでいました。メディア資料室で
は、返却パネルの手入れや、書架
への図書の返却作業を行い、図書
のしくみについて学びました。三
日目、四日目には、双ケ丘中学校
の生徒も京都府立植物園、梅小路

蒸気機関車館、太秦の映画撮影所について、それぞれ
見学団体に解説をしました。展示解説の仕事は、伝え
る難しさを実感する一方、「上手にできたね。ありがと
う」と、お礼の言葉を掛けて頂き、やりがいと自信が
持てたようです。最終日、両校の生徒から体験した仕
事で2階の展示解説が一番良かったと聞き、こちらも
嬉しくなりました。

実際に体験することで、博物館の仕事もいろいろあ
るといった新たな発見ができて、当館が伝える「平和
とは何か」ということについて、学ぶことができたこ
とと思います。

京都史跡めぐりコーナーで展示解説の仕事を体験

各グループによる発表 講師の山本氏（前列右から3人目）と参加した学生たち

2014年度 第1回 NGOワークショップ
「男も女も働きやすい社会へ～身近にある貧困を見てみよう、考えてみよう～」
開催日時：2014年7月1日（火）16：30～18：00
講　　師：山本知恵氏（京都YWCA総幹事)
場　　所：国際平和ミュージアム　2階ミュージアム会議室
対　　象：大学生、大学院生
参 加 者：25名
企　　画：国際平和ミュージアム学生ミュージアムスタッフ
　　　　　西本成子（法3）、竹本優貴子（法3）
　　　　　名波春香（国関2）、小原美空（国関1）
　例年、国際平和ミュージアムでは学生ミュージアム
スタッフが主体的に企画・実施するNGOワークショッ
プを開催しています。企画メンバーとなった学生たち
は、常設展示室「平和をもとめて」第2展示室で紹介
している12団体の活動の中から、興味・関心のある団
体について意見交換を重ね、依頼する団体を決定しま
す。今年度前期は、京都YWCAよ
り山本知恵氏を講師に迎え、貧困
問題の中から、特に雇用における
男女格差問題について考えるワー
クショップを行いました。ワーク
ショップの手順を紹介すると、以
下の様になります。①自己紹介、
アイスブレイク②導入：国際ジェ
ンダーギャップ指数から、世界の
中の日本社会の、特に経済面での

格差について解説③グループディスカッション：「男女
雇用機会均等法ができているにもかかわらず「働くこ
と」の男女格差があるのはなぜか？」④各グループに
よる意見発表⑤講師による総評⑥質疑応答⑦講師によ
るまとめ。
　雇用問題や男女格差問題は日頃友人同士ではなかな
か話し合わないテーマのようで、参加した学生たちは
自分の考えや漠然と抱いていた不安などを率直に語り
合い、問題意識を共有することができて、大変満足し
た様子でした。企画した学生たちは準備から当日の運
営に当たる中で多くのことを学びました。この経験が
今後のミュージアムスタッフとしての活動に活かされ
るとともに、より多くの学生スタッフにこうした積極
的な取り組みを期待したいと思います。



巻頭つれづれ巻頭つれづれ

館長だより館長だより

ここが見どころここが見どころ

運営委員リレー連載運営委員リレー連載

ミュージアムおすすめの一冊ミュージアムおすすめの一冊

ミニ企画展ミニ企画展

事業報告　2014年度春季特別展事業報告　2014年度春季特別展

事業報告　京都・大学ミュージアム連携／BKC開設20周年サンクスデー特別展示事業報告　京都・大学ミュージアム連携／BKC開設20周年サンクスデー特別展示

事業報告　チャレンジ体験受け入れ／NGOワークショップ報告事業報告　チャレンジ体験受け入れ／NGOワークショップ報告

事業報告　夏休み親子企画／ボランティアガイド養成講座修了式事業報告　夏休み親子企画／ボランティアガイド養成講座修了式

祝！90万人来館達成

関西盲導犬協会ご見学／2013年度資料・図書など寄贈者一覧

祝！90万人来館達成

関西盲導犬協会ご見学／2013年度資料・図書など寄贈者一覧

世界の平和博物館の紹介世界の平和博物館の紹介

ボランティアガイド活動日誌ボランティアガイド活動日誌

平和へのメッセージ平和へのメッセージ

16

ボランティアガイド養成講座修了式を開催

夏休み親子企画「へいわ」ってなに？？2014
明子さんのピアノで奏でる演奏会 ―被爆で傷ついた故河本明子さんのピアノ―

　2014年2月に開始した第9回ボランティアガイド養
成講座の修了式が、4月12日（土）に開催されました。
今回のボランティアガイド養成講座では、21歳の大学
生から最高齢75歳の10名の受講生の皆さんが修了され
ました。
　修了式では、修了証書授与の後、モンテ･カセム国際
平和ミュージアム館長および安斎育郎名誉館長から祝
辞がおくられました。安斎名誉館長からは修了者ひと
りひとりへ手書きの絵手紙もおくられ、山根和代副館
長からはお祝いのメッセージが読みあげら
れました。
　修了式とその後に開催された交流会に
は、現役のボランティアガイドのみなさん
も参加され、ガイド養成講座を修了された
皆さんをお祝いするとともに、なごやかな
雰囲気で懇談が行われました。ベテランの
ボランティアガイドの方に、これから行う
実地研修や実際のガイド活動にあたっての

心構えや経験談を熱心に聞いている修了生の姿も見ら
れました。
　ガイド養成講座を修了された皆さんは5月から３か
月にわたって実地研修に参加されます。この期間中、
実地研修のない日にも国際平和ミュージアムを訪れ、
熱心に勉強をしている方を見かけることがあります。
　8月にボランティアガイドとして登録後、本格的に
ガイド活動を開始することになります。

日　時：2014年7月26日（土）①10：30～、②13：30～
会　場：立命館大学国際平和ミュージアム　1階ロビー
対　象：小学生以上、保護者
参加者：①49人、②48人　延べ97人
プログラム：
◦河本明子さんのピアノについて
◦安斎育郎名誉館長のお話　「原爆投下と戦争」
◦演奏会
◦まとめ・平和へのメッセージを考えよう

　今年の親子企画は、「明子さんのピアノで奏でる演奏
会―被爆し傷ついた故河本明子さんのピアノ―」と題
して、原爆で傷ついたピアノの音色から親子で平和に
ついて考える企画となりました。
　このピアノを弾いていた河本明子さんは、1945年8
月6日、学徒動員の作業中に被爆し、翌日7日に19歳の
若さで亡くなりました。
　爆心地から約3キロの河本さん宅にあったピアノは、
延焼を免れましたが、爆風で無数のガラスが突き刺さ
り、今もガラス片や傷跡が残っています。
　今回は、一般社団法人HOPEプロジェクトと、ピア
ノ調律師・坂井原浩さんのご協力のもと、
このピアノを使った演奏会を午前と午後の
2回行いました。
　まず、一般社団法人HOPEプロジェクト
の二口とみゑさんから、河本明子さんとピ
アノに関するエピソードなどについてお話
をいただいた後、安斎育郎名誉館長による
クイズを交えた原爆についてのお話があり

ました。
　その後の演奏会では、小学生や、附属校の中学生・
高校生、職員など合計11名が演奏しました。被爆や歳
月を感じさせない優しく美しい音色がミュージアムロ
ビーに響き渡り、参加した子どもたちや保護者の方は、
奏でられたメロディーに耳を澄ませていました。
　演奏会の後は、参加されたみなさんに、実際に明子
さんのピアノに触れていただくこともできました。

○子どもたちから寄せられた平和へのメッセージ
・ピアノの音が良かったです。
・世界が戦争を止めますように。
○参加した保護者からの感想
・ 戦争についての知識よりも感じさせるものが大き

く、小さい子にもよかったです。
・子どもさんや若い方とピアノが一緒になって音を奏

でることに感動しました。
・切ない気持ちになりましたが、ピアノの音が響き渡

り、聞いていたら平和でいたいと思いました。
・大人と子供の交流できる場で、平和について考えら

れるよい機会だと思います。

ガイド養成講座修了式で祝辞を述べるカセム館長

安斎名誉館長のお話

修了式後の交流会の様子

演奏会の様子
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来館者90万人記念セレモニーを開催
立命館大学国際平和ミュージアムの通算来館者数

が90万人を迎えたことを記念して、2014年6月17日
（火）、午前10時30分よりセレモニーを開催しました。
今回、記念すべき90万人目の来館者となったのは、
堺市立金岡南小学校の6年生の皆さん122名でした。

セレモニーの最初に、国際平和ミュージアムを代表
して、山根和代副館長から記念の挨拶があり、今後の
継続的な平和学習を期待するメッセージを生徒たちに
送りました。その後、山根副館長から堺市立金岡南小
学校代表　井上憧

とう

真
ま

さんに、来館90万人の認定証と
記念品（「さいころくん」、錯視ノート・シール）が手
渡され、会場は大きな拍手に包まれました。

認定証授与の後、代表の井上さんより感謝の言葉と
ともに、「国際平和ミュージアムの貸出しキットを使っ
て事前学習をして見学に来たところ、90万人目の記
念と聞き、驚きとうれしさでいっぱいです。これから
も勉強していきたいです。」と述べられました。

その後、大きなくす玉がつるされた常設展示室入口
に場所を移し、児童代表4名（今田優

ゆ

希
き

さん、中村朱
あか

里
り

さん、福永光
ひか

莉
り

さん、松井大
たい

知
ち

さん）によってくす
玉が割られると、中から「祝　来館90万人目おめで
とう！」と書かれた垂れ幕と一緒に風船が舞い、集まっ
た人々から一斉に歓声があがりました。

立命館大学国際平和ミュージアムは、1992年5月
19日世界初の大学立の平和博物館として開設いたし
ました。過去にも節目ごとに記念セレモニーを行って
きましたが、毎年5万人前後の来館者を迎え、その半
数以上が小・中学校、高校など400校以上の学校団体
の見学者で占められています。

改めて戦争と平和の歴史を知り、戦争や兵器の問題

だけではなく、世界の人々が自分の能力を十分に発揮
できる社会を目指し、平和創造のあり様を共に考える
場とするために、関係者一同、今後もより魅力ある平
和ミュージアムづくりに邁進してまいります。

　●来館30万人記念セレモニー（2001年4月28日）
　　広島県　府中市立南小学校　6年生　43名
　　認定書を贈呈

　●来館40万人記念セレモニー（2003年11月18日）
　　京都府　京都市立金閣小学校　2年生　16名
　　認定証と火の鳥パズルを贈呈

　●来館50万人記念セレモニー（2006年6月27日）
　　宮崎県　宮崎市立久峰中学校　136名
　　認定証、記念ストラップ・クリアファイルを贈呈

　●来館60万人記念セレモニー（2008年7月16日）
　　京都府　ヴィアトール学園洛星中学校
　　　　　　　　　　　　　　　3年生　222名
　　認定証、記念写真立てを贈呈

　●来館70万人記念セレモニー（2010年6月4日）
　　三重県　津市立大井小学校・誠之小学校・
　　　　　　　　　　波瀬小学校　3校　計105名
　　認定証、記念ペーパーウエイトを贈呈

　●来館80万人記念セレモニー（2012年5月22日）
　　奈良県　奈良市立富雄第三中学校　2年生　60名
　　認定証、ミュージアム20周年記念クリアファイル
　　と絵葉書2枚のセットを贈呈

認定証授与の様子

過去の記念セレモニー

記念セレモニーに参加した金岡南小学校の児童たち
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関西盲導犬協会がご見学
　5月31日（土）、関西盲導犬協会ご一行様が取材をか
ねて国際平和ミュージアムへ来館、見学されました。
　国際平和ミュージアムでは、盲導犬を連れての見学
を受け入れています。今回、事前にガイド解説も含め
て見学の予約申込みがありました。盲導犬は一般に白
または黄色のハーネス（盲導犬の胴体に装着する胴輪）
を着けており、視覚障碍者に同伴して安全・快適に誘
導する犬のことをいいます。
　当日は、視覚障碍をもつ森永佳恵さんが、盲導犬の
オレオを連れて、関西盲導犬協会の皆さんとともに来
館されました。ボランティアガイドの村尾孝さんと髙
城義秋さんが解説を担当しました。
　最初にガイドの村尾さんから挨拶のあと、エレベー
タで地下展示室へ行き、展示解説を開始しました。兵
士が身につける装備品の一つである背嚢を持ち上げて
その重さを実感していただいた後は、町屋の展示にあ
がって、解説とともにいろいろな道具に実際に触って
もらいました。森永さんが解説を聴いている間、盲導
犬のオレオはおとなしく待っていました。
　地下展示室で約1時間見学いただいた後、1階の国際
平和メディア資料室に移動しました。あらかじめ準備
しておいた原爆瓦・砲弾の破片を、学芸員が隣で解説
しながら森永さんに触ってもらいました。
　見学いただいた後、関西盲導犬協会の方から取材が
あり、事務局で対応しました。

　国際平和ミュージアムでは盲導犬を連れての見学は
ご予約をいただければ受け入れており、ガイド解説を
していること、また、事前にご相談があれば触ること
のできる資料の準備も検討できることを説明しました。
　ボランティアガイドからも、ガイドの際にどのよう
にすれば良いかお尋ねしたところ、視覚障碍のある方
にとっては、展示室を移動する際には、声を掛けなが
ら移動してもらうと、その方向に動きやすいとのお話
を聞くことができました。
　この見学の様子は、関西盲導犬協会の会報『ハーネ
ス通信』（第234号　2014.7）に掲載されるとのこと
です。ミュージアムでは盲導犬を同伴しての見学を受
け入れていますので、ぜひ多くの方にご来館いただけ
ればと考えております。

左から村尾さん、森永さん・オレオ、髙城さん

2013年度　資料・図書などの寄贈者一覧
	 2013年度は、以下の方々から資料や図書などをご寄贈いただきました。
	 お名前を記し、感謝の意を表します（敬称略・50音順）。

資 料
井上 明子
宇田 喜美子
葛西 益夫
北城 伊三郎
衣川 順一郎

塩月 治
田中 みつ
治部 康利
辻 雅司
虎谷 正人

藤澤 福男
藤重 典子
藤田 貞代
堀部 真司
牧井 泰昭

的場 政紘
溝口 宏
村田 卓三
森 かよ
山田 六郎

図 書
雨宮 幸明
安斎 育郎
伊藤 昭
井上 祐子
加國 尚志
桂 良太郎
桐畑 米蔵

國森 康弘
黒岩 晴子
紺谷 延子
鮫島 福子
関谷 興仁
高木 敏子
武田 伸也

治部 康利
張 憲文
虎谷 正人
中野 圭子
西川 淑子
早瀬 とし子
福島 在行

藤岡 惇
藤澤 福男
牧 邦彦
的場 政紘
三輪 道子
名所 籌子
森 亜紀子

山根 和代
吉村 聖仁

団体　114団体

※以上、掲載の許可をいただいた方々につきまして、お名前を掲載いたしました。
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アメリカの平和のための博物館

　アメリカには様々な「平和のための博物館」が存在
していますが、今回は日系米人に関する博物館につい
て紹介したいと思います。

 シアトル：
  パナマホテルを日系米人博物館に
　シアトルにあるパナマホテルでは、日系アメリカ人
に関する写真や、第二次世界大戦中使われていたもの
を見ることができます。昔はそのホテルに様々な職業
の日系アメリカ人が宿泊し、銭湯を利用していたそう
です。そこの地下室に日系アメリカ人が強制収容所へ
入れられる前にスーツケースなどを預けましたが、戦
後取りに行かなかったのでそのまま残っています。そ
れらを窓越しに見ることができます。ホテルを博物館
のように改造した白人の女性であるジャン・ジョンソ
ンさんは、日系米人の歴史関連資料の保存をし教育に
生かしています。また市民がくつろげる場を設けてい
る姿が、印象的でした。彼女と話すと何とシアトルに
在住した日系米人のおじと知り合いであったことがわ
かりました。世界は広いようで狭いと思いました。な
おパナマホテルについては、国際平和ミュージアム名
誉館長の安斎育郎先生に教えていただきました。

 ロサンゼルス：全米日系人博物館
　全米日系人博物館は、そのウェブサイトによります
と日系アメリカ人の歴史と体験を、アメリカ史の大事
な一部として人々に伝えていくことによって、アメリ
カの人種と文化の多様性に対する理解と感謝の気持ち
を高めることを活動の目的としています。 全米日系
人博物館は、日系アメリカ人の体験を伝えるアメリカ
で初めての博物館です。日系アメリカ人に関する遺物
や写真、映画、文書を広範囲に集め、さまざまな展示
や教育プログラム、ビデオ、出版物を通して、日系ア

メリカ人の物語を、全米、全世界に伝えています。博
物館は、三つの架け橋を築いていきたいと願っている
そうです。一つ目の架け橋は、日系人とあらゆる人種
のアメリカ人の間、二つ目の架け橋は日系人と日本人
の間、そして第三の架け橋は、その二つの架け橋をも
とにした日米両国の人々の心の架け橋です。
　私は日系アメリカ人の歴史と文学について最初から
関心を持っていたわけではありません。1970年代に
母の故郷であるワシントン州タコマで留学中おじとお
ばといっしょに暮らす中で、初めて日系人の強制収容
について知り、驚きました。その後いろいろな資料を
探し、ワシントン大学図書館に珍しい資料があること
がわかりました。今は日本語で読むことができるジョ
ン・オカダの『ノーノーボーイ』など、当時は大学の
図書館で貸出禁止であった小説をバスで通って読みま
した。最終的に修士論文でまとめましたが、1970年
代では珍しい研究だったようで、指導教官から出版を
するように勧められました。様々な歴史や文学作品を
学んで全米日系博物館へ行きましたが、会ったことの
ない母方の祖父母が入れられたハートマウンテンの強
制収容所を縮小した展示物を見て、想像力を掻き立て
られました。夢を抱いて渡米したにもかかわらず、砂
漠に建てられた強制収容所に入れられてどんな想い
だっただろうと。人種差別を受け逆境を乗り越えて生
き抜いたおじとおばには、物事の本質を見抜く力と人
間的温かさがありました。ガイドの方が約一時間説明
して下さいましたが、歴史が蘇りまるで当時にタイム
スリップしたような錯覚を抱きました。強制収容所を
体験した人々は亡くなり、また高齢化していますが、
このような博物館では遺された物を通して歴史や人生
について考えさせてくれます。なお詳細は、日本語で
も次のウェブサイトで知ることができます。
JAPANESE�AMERICAN�NATIONAL�MUSEUM:
http://www.janm.org/

 アメリカの平和のための博物館を訪問して
　2012年の秋に主に日系アメリカ人関係の博物館や
記念碑を訪問し、また久しぶりに親戚や90歳のフラ
ンス人の恩師に会うことができた旅でした。車がない
となかなか訪問できない所へ行くことができました
が、これはシアトルとロサンゼルスにいる親戚や友人
のおかげです。アメリカには他にも平和のための博物
館がありますが、次回で紹介したいと思います。

シアトルのパナマホテルにある日系米人の歴史に関する写真展示
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【日本国憲法】を≪戦争のできる国に≫?!!
＝6/17、入館者90万人突破＝

　安斎先生は「戦争を肯定しさえしなければどのよう
に平和を語ってもよい」と仰って下さったので【日本
国憲法】以前の天皇に統治権のあった【大日本帝国憲
法】と【徴兵制度】は落とさず語り、現在一番に関心
を持って貰いたい、主権が国民に在る【日本国憲法】
のコーナーへ。
　アメリカによって、原子爆弾を2発落され敗戦を受
諾した日本は戦後69年間、戦争を始める事無く来れた
現在、これからは戦争も出来る国に変えようとする政
権が生まれその首相は『美しい日ッ本』『日本を取り戻
す』『積極的平和論』『国民の命と平和な暮らしを守る』

『戦後レジームからの脱却』『憲法改正は私の歴史的使
命だ』などと言った後から『アメリカの若者が血を流
しているのに、日本の若者が血を流さなくていいのか』
等と前後、相反する発言をしたかと思うと『憲法解釈
変更の最高責任者は私だ』と開き直る。
　東北、福島の原子力発電所の事故爆発の後も、高濃
度汚染水300トンが漏れていたり、その警報が鳴らず
十分な対応ができていないにも関わらず、国際オリン
ピック招致委員会総会へ出ていって≪汚染水による影
響は半径0.3km2内に完全にブロックされています≫
と発言。ところが翌日のニュースで汚染水の頻繁な漏
洩が報じられ、汚染水貯蔵タンク林立の写真が報道さ
れましたね。国内の事故処理もままならないのに、ト
ルコで安倍首相はイスタンブールでも原発協力共同宣
言し三菱企業連合が合意。その他、ロシア・ベトナム・
サウジアラビア・インド・リトアニア・ポーランド・
ハンガリー・チェコ・フィンランドでも原発外交推進。
日立・東芝企業が協力とか。
　企業といえば『武器輸出3原則』の管理原則が緩和
され武器輸出促進。早速6月下旬、世界の武器見本市
に日本企業も出展しましたね。
　【日本国憲法】の改悪解釈と平行し、先に≪治安維
持法≫に擬せられた【特定秘密保護法】も現内閣が通
過させた事も忘れてなりません。既にこれまで平和運
動の一環の集会・シンポジウム・行進を許可してきた
自治体などが、≪特定の思想・政党などを支持・反対
する活動には公平の原則から後援しません≫という扱

いを始めましたね。
　また、≪学校教育法≫にも、手を付け、大学教授会
権限制限や≪教育委員会制度≫にも手を染め、首長の
学校への支配権の拡大や「教科書」への圧力など既に
文科省の動きが始まっている様子です。
　【特定秘密保護法】の≪情報保全諮問会議座長≫も
名うての読売新聞会長渡辺氏ですし…
　安倍首相は憲法改悪には閣僚は元より自身のブレー
ンの法制局長官・最高裁長官・NHK会長を配する手口。
　かつて、戦争を肯定し煽動した政治家は、戦場の先
頭に立って戦わず、先頭に立って生命を落したのは多
くの国民であり、煽動した政治家や軍人は【我々の責
任ではないッ。国民も戦争を望んでおった。負けたの
は国力が足りなかったからだ】と嘯きました。
　今年の建国記念日に≪国を愛する心を養う決意を新
たに…≫と安倍首相は被害者意識・差別意識・民族意
識を煽り立て戦争へ駆り立て、軍人の戦死者だけでな
く、傷痍軍人・戦争未亡人・戦争未婚者・戦災孤児を
生じさせる心算なのでしょうかッ？
　現総理は多数党の驕りで≪責任者は私だッ≫≪選挙
によって国民の審判を受ける≫と嘯きますが事後の責
任はどんな形で取るのでしょう。
　それに対して、全国に7,000は存在するという【9条
の会】が、この危機に際して自立した動きは見えず、
動きの鈍かった青年層がSNSなどで動き始めましたね。
　これらの厳しく重いニュースの中で、神奈川県座間
市の主婦が≪【憲法9条】にノーベル平和賞を≫と発案。
推薦人・署名を24,887名集め【ノーベル委員会】へ送
り今年10月の発表を待ち、署名サイト続行中です。
　【集団的自衛権】を正規の憲法改正の手続きではな
く閣僚の解釈だけで改悪してしまおうと画策していま
すが、公明党との合意継続の模様で、やがては多年、『自
衛隊は軍隊ではない』と強弁してきた『自衛隊法』の
改正も必要となる事でしょう。
　わたしはボランティア先への移動に、手製の団扇へ

『安倍総理ッ平和憲法を破壊するなッ』と書き、毎日持
ち歩いて、？そうな顔をする人にも声を掛けています。

（2014年6月22日記）
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　十五年戦争のコーナーでは、日本と
その国民が戦争に向かっていく様子が
良く分ったと思います。また、展示全
体を回って、日本や多くの国が何の罪
もない非力な人々を痛めつけた戦争に
対する恐さや怒りを感じました。しか
し、その中でも常に戦争に反対してき
たひとがいることも知れて良かったで
す。

 大学生　京都府

（2014年4月～7月）

　戦争という大きな枠の中の一部しか
知らなかったということをあらためて
学ばせていただきました。全部を見る
のに時間が足りないのは残念でした
が、色々なことを考えさせられるもの
ばかりでした。この過去があるから、
今の日本があるのだということをすご
く感じさせられました。

 男性　専門学生　京都府

　日本の戦争に対する責任を感じまし
た。日本兵もある意味で被害者である
とも思いました。私が一番印象に残っ
たのは、『戦争で日本の兵士は人権を
踏みにじった』という言葉と、日本軍
において兵士の人権が認められていな
かったということです。この言葉の意
味を考える必要があると思いました。

 女性　大学生　京都府

　今まで歴史の授業で戦争についてた
くさん学んできましたが、今回この
ミュージアムでガイドの方のお話を聞
いて新しい一面や、知らなかったこと
を知ることができました。今は戦争を
体験したころとはだいぶ時代が違いま
すが、今回この目で見たこと聞いたこ
とを忘れずに少しでも後世に伝えてい
けたらいいなと思います。

 大学生　滋賀県

　ここのミュージアムに来て、戦争と
いうものについての自分の認識は甘
かったなと思いました。戦争はあって
はならないものなので、私のできる事
を小さいことからでもしていきたいと
思いました。

 中学生　神奈川県

　色々な角度から「平和」について捉
えてあり、考えさせられることが多く、
やや消化不良気味です。ちょっと残念
だったのは例えば水問題…現在日本の
水も決して安心できる状況にはありま
せん。大学の教学理念である「平和と
民主主義」をもう少し前面に出され、
活動（運動）されることを期待したいで
すし、若い人達に立ち上がって欲しい。

 60代　福岡県

　初めてこのミュージアムに来まし
た。色々な展示を見ていくと、とても
胸が痛くなりました。特にアフガニス
タンの少女の目を見たとき、気分が悪
くなりました。彼女の目は輝きがなく、
何かを失ってしまったように見えまし
た。「ごめん」と思いました。僕は子
どもの目から光がなくならないように
これから勉強していきます。

 大学生　大阪府

　亡き父（明治生まれ）が兵士として戦
争に行き母からその間の生活の大変さ
をよく聞かされていました。七年とい
う長い期間、残された家族の厳しい生
活。何の保障もなく無事に生きて帰っ
てこられても経済的な保障がないのは
戦争による被害者と同じだとよく言っ
ていました。日々の生活に流されるこ
となく、平和活動に参加していかなけ
ればという思いを強く持ちました。

 60代　大阪府　反戦や平和について語ることが微妙
に難しくなる中、貴重な展示、資料だ
とつくづく思った。

 30代　京都府

　やっぱり戦争があれば、だれもが悲
しみ、傷つくのはやっぱりいやだなと
思いました。僕のひいおじいちゃんが
戦争で亡くなったことを知った時、す
ごくショックだったので、もう絶対に
戦争をなくしたいと思いました。今日
はありがとうございました。

 小学生　三重県

　戦争の道具や物を教えてもらって二
度とこんなことはしてはいけないと思
いました。ありがとうございました。

 小学生　三重県

　当時の生活風景が分かるようなリア
ルな模型などがあって、当時の戦火か
ら逃れるための工夫が見れて良かっ
た。その当時の日本の風潮が分かって
良かったです。

 高校生　大阪府

　世界では4秒に1人の方が餓死で亡く
なったとお聞きしました。その話を聞
いて食べ残しをしないようにしようと
思いました。全ての事に感謝して、精
一杯生きていきたいです。

 高校生　大阪府

　寄付・支援されている食糧以上に自
分達が食糧をそのまま捨てていること
に驚いた。食べ残しなどはこれからは
やめようと思った。今まで、餓死して
いる世界の人々にとても申し訳ないこ
とをしてきたと思った。

 高校生　大阪府

　とても分かりやすく説明してあり、
よかったと思います。きちんと映像や
画像などもあり、とても勉強になりま
した。日本は、他の国がひどいことを
しているなど言っていたが、日本も同
じことをしてきたことにかわりないこ
ともよく知れてよかったです。やっぱ
り戦争はだめなことだとあらためて思
い、なくなればいいと思いました。本
当に世界が平和になってほしいと思い
ました。

 高校生　三重県

　今日、ここに来て改めて自分が幸せ
なんだと実感することができた。戦争
の当時はみんながみんなこわかったと
思う。その人たちの分も頑張りたい。

 中学生　神奈川県

　父の貴品を整理していると1冊の小
冊子が出てきました。読んでみると戦
争について書かれていました。中味は
全て事実に基づいている。展示してあ
る内容と少し角度は違いますが、戦争
をしてはならないというメッセージは
変わりません、というのが感想です。
ただどちらが正しいかという問題では
ありません。

 60代　京都府

※掲載にあたり一部の表記を改めました。
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2013年4月
～2014年3月

入館者状況

◎開館日数  293日 ◎オープン後常設展入館者数累計  890,862名

この「ミュージアムだより」を編集している段階で、国内外の大きな動きがありました。７月１日、安倍内閣による「集団的自衛権行使容認」
閣議決定は、戦後、平和憲法の理念のもとに行なわれてきた防衛政策を根本的に変更する可能性を開くものです。今後の具体的な法改正の
過程で、平和憲法の実質をめぐる議論が展開されていくことになりますが、戦後の日本の平和主義と民主主義が市民に浸透していることを
示す機会となることを願わずにはおれません。

またウクライナのマレーシア航空機墜落事件やイスラエルーガザの紛争も、今後の世界のあり方に大きな影響を与える事件です。緊張を
緩和し、平和的な手段で国際的な紛争を解決するための叡智が働くことを希望しながら、事態の推移に注目したいと思います。

このような動きの中で、2015年は終戦後70年を迎えます。2014年度秋の特別企画展「ピース・スタイル」から、立命館大学国際平和ミュージアムでは、
戦後史と市民の平和運動を取り上げ直す企画により、戦後70年の意味を重層的にとらえる試みを行ないます。皆様のご協力を、どうぞよろしくお願いいたし
ます。 加國尚志

※2014年7月30日付、館長・名誉館長声明「『集団的自衛権行使容認』をめぐる閣議決定について」を発表しました。当館ホームページにて公開しています。

＜有料団体・個人入館者状況＞

18％個人

団体

82％

＜有料団体入館者数状況＞

14％9％

27％

一般

高校生
小学生

中学生
50％

編 集

後 記

※本誌に掲載されている情報・写真等の無断転載はご遠慮ください

2013年度 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 人数計（名）

総入館者数 1,711 5,382 5,139 2,400 2,738 2,917 10,051 8,149 4,194 1,113 1,267 1,552 46,613

特別展

春季特別展　『ジミー・ツトム・ミリキタニ回顧展-日系人強制収容所と9.11を体験した反骨のホームレス画家』 会期：5/14～7/20
特別展　『世界報道写真展2013 －WORLD PRESS PHOTO 2013－』
　　【京　都】 （立命館大学衣笠キャンパス） 会期：9/18～10/13
　　【滋　賀】 （立命館大学びわこ・くさつキャンパス） 会期：10/15～10/31
　　【大　分】 （立命館アジア太平洋大学） 会期：11/3～11/17
秋季特別展　『目・耳・WAR－総動員体制と戦意高揚』 会期：10/23～12/15

9,330

6,187
2,132
2,188

13,780
　小　計　　 33,617

特別
展示

ロビー展示「Picture for Peace UNOY(The United Network of Young Peacebuilders)」  （6/1～6/30）
　（若者による平和の写真コンクール優秀作品展）（国際平和ミュージアム　1階ロビー）  
ロビー展示「学徒出陣70年　学生・大学と戦争」
　　【京　都】（国際平和ミュージアム　1階ロビー）  （11/19～12/15）
　　【滋　賀】（立命館大学びわこ・くさつキャンパス　メディアセンター 1階）  （1/9～1/31）

オープン

オープン

講演会
ほか

第8回国際平和・人権連続セミナー～平和の諸相を見る～　（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （4/23）
　　『東アジアの平和に向かって－東アジア共同体(EAC）の展望と平和研究の課題-ヨハン・ガルトゥング博士とモンテ・カセム館長の対話』
ボランティアガイド学習会　（国際平和ミュージアム　2階会議室）    （5/18）
　　『立命館大学国際平和ミュージアムのガイドとして活動すること』　講師：安齋育郎名誉館長
学生ミュージアムスタッフ学習会　（国際平和ミュージアム　2階会議室）    （6/1）
　　『児童労働について知っていますか？～ボーンフリーアートの活動を通じて～』
　　講師：ジョン・デバラジ氏(ボーンフリーアートスクール創設者）
ジミー・ツトム・ミリキタニ回顧展関連企画　映画上映会「ミリキタニの猫」　（衣笠キャンパス　充光館301号教室）     （6/15） 
　　解説：米山裕氏（立命館大学文学部教授）、和泉真澄氏（同志社大学グローバル地域文化学部教授）  
NGOワークショップ　『アムネスティ・インターナショナル日本　‘子ども兵士’について考えよう』  （7/6）
　　講師：佐野陽子氏（アムネスティ・インターナショナル日本会員）（国際平和ミュージアム　2階会議室）  
夏休み親子企画「へいわ」ってなに？？2013～電気について考えてみよう！！　（国際平和ミュージアム　2階会議室） （7/26）
小・中学校教員対象ミュージアム下見見学会 （4日間：7/30、7/31、8/27、8/30）
ボランティアガイド学習会　（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （9/21）
　　『広島・長崎への原爆投下の真実と和解を求めて－日米学生平和の旅を終えて考えたこと』
　　講師：藤岡惇氏（立命館大学経済学部教授）  

「世界報道写真展2013」公開記念講演会  
　『報道カメラマンの視点で見た世界の暴力と戦争の構造と平和』　講師：会田法行氏 （フォトグラファー）  
　　【京都会場】衣笠キャンパス　存心館701号教室  （10/1）
　　【滋賀会場】びわこ・くさつキャンパス　コラーニングハウスⅠ303号教室 （10/22　1日2回実施）
NGOワークショップ（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （11/30）
　　『与える支援から自立に向けての支援へ～コメ銀行を通して考えよう！～』
　　講師：平野将人氏（日本国際ボランティアセンター　ラオス事業担当）  
ボランティアガイド学習会　（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （12/14）
　　『子どもたちへの平和教育　“性奴隷制”をどう伝えるか』
　　講師：池田恵理子氏（アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館（wam）」館長）
第9回ボランティアガイド養成講座　全8回　（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （2/16～3/15）
ボランティアガイド学習会・活動説明会　（国際平和ミュージアム　2階会議室）  （3/14）
　　『プリーモ・レーヴィの祖先と同郷人』   
　　講師：竹山博英氏（立命館大学文学部教授）

97

58

22

217

22

39
151
42

284
484
20

58

93
47

　小　計　　 1,634



会　　期：2014年9月17日（水）～10月12日（日）
　　　　　※休館日：9/22（月）、9/24（水）､ 9/29（月）､ 10/6（月）
会　　場：立命館大学国際平和ミュージアム　中野記念ホール
開館時間：9時30分～16時30分（入館は16時まで）
参 観 料：大人500円、中・高生300円、小学生200円

開催趣旨
　世界報道写真展は、オランダに本部を置く世界報道写真財団が毎年開催している ｢世界報道写真コン
テスト｣ の入賞作品約160点で構成した写真展で、今年で57回目を迎えます。1年を通じて、世界の約
100会場で開かれる本展は、約200万人が来場する世界最大規模の写真展です。写真を通して、普段私
たちの意識に上ることの少ない遠い国々や、社会問題について思い巡らせ、人々の声なき声、ニュース
では流れなかった知られざる事実、さまざまな出来事の新たな側面を見て、いま一度平和とは何かを考
えるきっかけにしていただきたく開催するものです。

「世界報道写真展2014」
―WORLD PRESS PHOTO 2014―

● 詳細はホームページでお知らせいたします。

京　都

会　　期：2014年10月14日（火）～10月30日（木）（会期中無休）
会　　場：立命館大学びわこ・くさつキャンパス（BKC）
　　　　　エポックホール
開場時間：9時30分～16時30分（入場は16時まで）
参 観 料：大人500円、中・高生300円、小学生200円

滋　賀

（京都・滋賀開催分）
主　催：立命館大学国際平和ミュージアム、朝日新聞社、世界報道写真財団
後　援：オランダ王国大使館、公益社団法人日本写真協会、公益社団法人日本写真家協会
　　　　京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都市内博物館施設連絡協議会
　　　　 （衣笠キャンパス開催分）、KBS京都
　　　　滋賀県、草津市、大津市、滋賀県教育委員会、草津市教育委員会、大津市教育委員会
　　　　 大津放送局（びわこ・くさつキャンパス開催分）、びわ湖放送株式会社
協　賛：キヤノンマーケティングジャパン株式会社

会　　期：2014年11月2日（日）～11月16日（日）（会期中無休）
会　　場：立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）　本部棟2階　コンベンションホール
開場時間：10時～17時（入場は16時30分まで）
参 観 料：大人500円、高校生以下無料
主　　催：立命館大学国際平和ミュージアム、立命館アジア太平洋大学、朝日新聞社、世界報道写真財団
後　　援：オランダ王国大使館、公益社団法人日本写真協会、公益社団法人日本写真家協会
協　　賛：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
※後援、協賛は2014年6月末時点

大　分

「世界報道写真大賞」
ジョン・スタンマイヤー（アメリカ／ 2013）
夜、ジブチ共和国ジブチ市の海岸沿いで近隣国
ソマリアからの安価な携帯電話の電波（国外に
いる親戚との微弱な繋がり）を捉えようとする
アフリカの移民たち。
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ベトナム人民支援バッジ
1960 年代末、ベトナム戦争に反
対する市民の動きは大きなうねり
となりました。

バッジ
1960 年代から 80 年代に、バッジは権力に抵抗
するおしゃれな手段として広く普及しました。

ピース☆スタイル

会　　期：2014年10月21日（火）～12月14日（日）
会　　場：立命館大学国際平和ミュージアム　中野記念ホール
休 館 日：月曜日（ただし、11月3日（月・祝）は開館）、11月4日（火）
参 観 料：大人400円（350円）、中・高生300円（250円）、小学生200円（150円）
　　　　　※常設展もあわせてご覧いただけます。
　　　　　　上記（　）内は20名以上の団体料金です。
　　　　　※関西文化の日 11/15（土）・16（日）は入場無料です。

開催趣旨
世界には今なお戦争や暴力が存在しますが、平和を求

める動きもまた活発です。
1960年代以降、戦争、差別、人権抑圧、環境破壊な

どと日常生活の関係に注視し、市民一人一人がそれを解
決しようとする生活や生き方を選びとる動きが盛んにな
りました。現在、そのような市民の動きは平和を作り出
す力の一つになっています。

日本でこうした平和を求める動きが定着する契機と
なったベトナム戦争反戦運動では、特定の政治的な思想
に導かれるのではなく、個人個人が様々な価値観のもと
で戦争という目の前の問題に反対する意思表示を行い、
行動をすることで大きなうねりとなりました。本展では、
こうした当時の資料など約200点を出品し、平和のため
の生き方やスタイルを持つことについて考えます。

関連イベント
●公開記念上映会　参加無料・申込不要
 記録映画「イントレピッドの4人」
　1967年　ベ平連製作　約35分
　日時：11月15日（土）13：00～14：30
　会場：立命館大学衣笠キャンパス 充光館地階301教室
　解説：大野光明氏（大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教）
　

●学芸員による展示解説（約30分）　参加無料
　日時：11月15日（土） ①11：00～
  ②15：30～

主　　催：立命館大学国際平和ミュージアム
後　　援： 京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都市内博物館施設連絡協議会、
　　　　　ＫＢＳ京都、朝日新聞社、京都新聞、毎日新聞社、読売新聞社


